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『健康いきいき職場づくり』のさらなる
普及に向けて 

• 「健康いきいき職場づくり」の着想と発展 

• さらなる普及に向けて 

1. 健康経営と「健康いきいき職場づくり」 

2. 行政施策（ストレスチェック制度）と「健康いきい
き職場づくり」 

3. 経営戦略と「健康いきいき職場づくり」 

4. 「健康いきいき職場づくり」の人材育成 



ステークホルダー会議による職場のメンタ
ルヘルスの新しい枠組みの検討 

厚生労働科学研究費によるステークホルダー会議 (2009-2011) 
– 経営者代表（経団連、東京商工会議所） 
– 労働者代表（連合） 

– 産業保健関連教育研究機関（労働安全衛生総合研究所、産業
医大、労働科学研究所） 

– 産業保健スタッフ代表（産業医、看護職、心理職、衛生管理者） 

* 平成23年度厚生労働科学研究費労働安全総合研究事業「労働者のメンタルヘルス不
調の第一次予防の浸透手法に関する調査研究」分担研究報告書 (下光他、2012）から． 

ポジティブなメンタルヘルスを目標とした「健康いきいき職場づく
り」を中心とする新しい枠組みの必要性を結論 

これまでの職場のメンタルヘルス対策に限界や課題。魅力的な
職場のメンタルヘルスの推進枠組みが必要 



「健康いきいき職場づくり」とは 

• 職場のメンタルヘルス不調の未然防止（第一
次予防）といきいきとした一体感のある職場づ
くりを目標とした活動であり、 

1. ポジティブなメンタルヘルスを目標とする 

2. 職場や企業の持つ社会的・心理的な資源に
注目する 

3. 企業の経営方針や職場のマネジメントを含
むノンヘルスセクターへのアプローチにより
労働者の心の健康を増進しようとする 



健康いきいき職場づくりフォーラム 
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健康いきいき職場づくりの手法の開
発：３つのレベルでの対策 

会社・事業場
レベル 

• 経営方針や理念の浸
透 

• チームワークに着目
した人材育成 

• 個人とチームに目配
りした人事評価制度 

• 経営層との対話の促
進 

• 多様性施策、ワークラ
イフバランス施策 

部署レベル 

• 健康いきいき職場ア
セスメント結果に基づ
く管理監督者による
改善 

• 仕事のストレスを予防
し軽減する管理監督
者のマネジメント能力
向上研修 

• 従業員参加型の「健
康いきいき職場づく
り」ワークショップ 

従業員レベル 

• 仕事に役立つ「いきい
き」集団認知行動ト
レーニング 

• E-ラーニング認知行
動トレーニング 

• Job Craftingワーク
ショップ:自ら働き甲斐
のある職場環境を「取
りに行く」社員の育成 



健康いきいき職場づくりフォーラムの
活動 

• 定例セミナー 

• Active Work Place研究会 

• 組織ソリューション研究会 

• 研究開発 

• HPからの情報発信 

• 健康いきいき職場認証制度を開始 

• 日本で最初の「健康いきいき職場づくり」の教
科書を出版 

 

 



健康いきいき職場認証制度 

健康いきいき職場づくりフォーラムは目的①をより重視しています 
2014年12月フォーラムシンポジウム 



WHOの健康職場に向けた継続的改善モデル  

 

動員 

召集 

評価 

優先順位

の設定 

計画 

実行 

評価 

改善 

倫理観・価値観 

経営者の関与 

労働者の関与 

WHO: 健康職場：行動に向けたモデル－雇用者、労働者、政策担当者および実務
者のために. WHO, 2010（島津らの翻訳による） 



ステップ１ 関係者の組織的な関与を確保する

ステップ２ 健康いきいき推進委員会を設置する

ステップ３ 健康いきいき職場づくりのビジョンを考える

ステップ４ 健康いきいき職場づくりの周知方法を考える

準備

実践 ステップ５
組織を多面
的に評価す

る

ステップ６
健康いきい
き職場づくり
を計画する

ステップ７
計画を実行
し、フォロー
アップする

展開
ステップ８ 健康いきいき職場づくりをさらに展開する

健康いきいき職場づく
りフォーラム 

健康いきいき職場づく
りガイダンス（１） 

 
 
 

「健康いきいき職場
づくりの８つのス

テップ」 



さらなる普及に向けて①： 
健康いきいき職場づくりと健康経営 

WHOの健康職場モデルでは４つの視点が必要 
• 経営 
• 組織要因へのアプローチ 
• 個人の健康支援 
• 労働安全衛生 

健康いきいき職場づくりは組織要因へのアプ
ローチを重視する健康経営の重要な要素 

『「健康経営」とは、従業員等の健康管理を経営的な視
点で考え、戦略的に実践すること』（経済産業省ＨＰ）。 



さらなる普及に向けて②：ストレスチェック
制度と「健康いきいき職場づくり」 

改正労働安全衛生法によるストレスチェック制度 
 常時使用する労働者に対して、医師、保健師等による心理的な
負担の程度を把握するための検査（ストレスチェック）を実施す
ることが事業者の義務となる。（労働者数50人未満の事業場は
当分の間努力義務） 

 検査結果は、検査を実施した医師、保健師等から直接本人に
通知され、本人の同意なく事業者に提供することは禁止される 

 検査の結果、一定の要件に該当する労働者から申出があった
場合、医師による面接指導を実施することが事業者の義務とな
る。また、申出を理由とする不利益な取扱いは禁止される 

 面接指導の結果に基づき、医師の意見を聴き、必要に応じ就業
上の措置を講じることが事業者の義務となる 

 2015年12月1日から施行 
12 



ストレスチェック制度の課題 

• 労働者の受検率：受検の勧奨だけでは受検
率の増加には限界がある。従業員の関心を
高める必要。 

• セルフケア研修：高ストレス者向けのセルフケ
ア研修には誰もやってこない。 

• 職場環境改善：ストレスチェックの集団分析
結果は管理監督者にとっては機微な情報。
問題さがしに陥ると管理監督者はやる気をな
くしたり、あるいは問題を隠したりするように
なる 

 



発想を転換！ 

• ストレスチェックの社内名称を「健康いきいき
調査」にして参加しやすく。* 

• ストレスチェックにポジティブな項目を含め、
集計結果を社内報など発信することで従業員
の関心を高める。 

• ストレスチェック制度における職場環境改善
を、「健康で活力ある職場づくり」のためと位
置づける。管理監督者が前向きになれる。 

* 名称の変更は可能ですが、ストレスチェックの法制度に基づくものであること、
本来の趣旨（一次予防であること）は説明する必要があると考えられます。 



健康いきいき職場づくりを活用して 
ストレスチェック制度を効果的に実施する 

• 健康いきいき職場づくりに基づくストレスチェック 

– ストレスチェック制度も健康いきいき職場づくりも目的は

第一次予防 

– 「努力義務」である職場環境等の改善は健康いきいき職

場づくりの主要な方法論 

– ストレスチェック調査票の項目は事業場が決めることがで

きる。ポジティブな項目を追加することも可能 

• ストレスチェック制度を健康いきいき職場づくりに活用するこ

とで、問題探しから問題解決に視点を転換し、経営面でも大

きな効果を得ることができる 

 



今後の行政施策の中での展開 

• 平成29～30年度 

–ポジティブメンタルヘルスの取組とその効果につ
いて、事例収集・調査研究を行う。 

• 長期的検討事項 

–ストレスチェック制度に基づく取組事例や、ポジ
ティブメンタルヘルスに関する調査研究の結果を
踏まえ、関連指針の見直しも念頭に、より効果的
なメンタルヘルス対策について検討を行う。  

厚生労働省保健医療2035推進本部 (2015.9.24) 保健医療2035工程表（施策番号48）  
http://www.mhlw.go.jp/stf/shingi2/0000098329.html 



さらなる普及に向けて③：経営戦略
と「健康いきいき職場づくり」 

•メンタルヘルス
不調の未然防止 

•従業員の活性化 

新しいメ
ンタルヘ
ルス対策 

•人材育成 

•組織開発 新しい経
営戦略 健康いき

いき職場
づくり 



東証一部上場上位１００社の 
従業員に対するスタンスの割合 

TOMH研究会（小林、江口、安藤、川上、2013） 

ステークホルダー
として（のみ） 
位置づけている 

社員の活力や幸
せを企業存続の
目的のひとつと
位置づけている 

不明 

社員の力を企業戦力のひとつとして位置づけ、 
社員に求めるものを明記している（「私たち」スタンス） 



企業の持続的な
成長 

良好な職場環境・
風土 

個人の成長・ 
自主性・創造性 

社員 

株主 社会 

顧客 

TOMH研究会（小林、江口、安藤、川上、2013）より 

企業の社員に対する理念の進化 

ステークホルダー
モデル 

積極的企業戦力
モデル 

多様性 
自由闊達 
相互信頼 

チームワーク 
・・ 



さらなる普及に向けて④：「健康いきいき職
場づくり」の人材育成 

ポジティブメンタルヘルスの理論、技術、実践力を身につけた人材の養成が、 
「健康いきいき職場づくり」の普及、推進に必須である。 



東京大学職場のメンタルヘルスの専門家養成
プログラム基礎コース(ＴＯＭＨ) (2012-) 

プログラム 内容 

ＭＨ総論 歴史、制度と法規／心の健康づくり計画／ＭＨの国際動向 

ケース対応 ケース対応基礎／上司へのコンサルテーション、専門機関の紹
介／疾患別対応／「新型」うつ 

復職支援 職場復帰の支援／好事例紹介／ケース対応まとめ（全体討議） 

教育研修 管理監督者教育／セルフケア教育／認知行動療法（ＣＢＴ）を
用いたセルフケア研修の実演 

組織的対策 職業性ストレスの理論と測定／職場環境改善 

ポジティブアプ
ローチ 

健康いきいき職場づくり／ワーク・エンゲイジメント／経営とメン
タルヘルス／全体討議 

自殺発生時の
対応、法的側面 

自殺のポストベンション／法的側面 

個別のケース対応から組織的対策／メンタルヘルスケアの基礎からポジティブメンタ
ルヘルスのためのアプローチまでを網羅的・包括的に学ぶことができるプログラム 



精神保健学×経営学 

「健康いきいき職場づく
りの考え方と推進方策」

(川上） 

＋ 

「競争力の原点としての
“健康な”職場」（守島） 

「職場におけるポジティブメンタルヘルス～ワー
ク・エンゲイジメントに注目した個人と組織の活
性化～」（島津） 

「経営課題としてのいきいき職場～組
織行動の基礎知識を学ぶ～」（北居） 

「組織資源としての人事評価と職場コミュ
ニケーション」（三浦） 

ワークショップ「自組織の健康いきいき職場づ
くりを考える」（東京大学） 

健康いきいき職場づくりフォーラム「組織ソリューション研究会」 



「健康いきいき職場づくり」 
さらなる普及に向けて 

1. 健康経営と「健康いきいき職場づくり」 

2. 行政施策（ストレスチェック制度）と「健
康いきいき職場づくり」 

3. 経営戦略と「健康いきいき職場づくり」 

4. 「健康いきいき職場づくり」の人材育成 

 
「健康いきいき職場づくり」を１つ上のステージ
へ！ 


